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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年4月9日(2020.4.9)

【公表番号】特表2018-505887(P2018-505887A)
【公表日】平成30年3月1日(2018.3.1)
【年通号数】公開・登録公報2018-008
【出願番号】特願2017-541623(P2017-541623)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 401/12     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   7/02     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   7/04     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   5/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/54     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/50     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/82     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/76     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  401/12     ＣＳＰ　
   Ａ０１Ｐ    7/02     　　　　
   Ａ０１Ｐ    7/04     　　　　
   Ａ０１Ｐ    5/00     　　　　
   Ａ０１Ｎ   43/54     　　　Ｃ
   Ａ０１Ｎ   43/50     　　　Ｎ
   Ａ０１Ｎ   43/82     　　　　
   Ａ０１Ｎ   43/76     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年2月25日(2020.2.25)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
　Ｑは、酸素を表し；
　Ｖは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロ
メチル、メトキシ、エトキシ、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ及びシアノの
群から選択されるラジカルを表し；
　Ｗは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロ
メチル、メトキシ、エトキシ、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ及びシアノの
群から選択されるラジカルを表し；
　Ｘは、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキニル（こ
こで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、メチル－
Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノ、Ｃ（Ｏ）ＯＲ２、ＣＯＮＲ２Ｒ３、Ｃ（
Ｇ）Ｒ２で１～７置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル（ここで、これ
らは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又は２回中断されていても
よく、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、トリフルオロメチ
ル、メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；直鎖若しくは
分枝鎖のＣ３－Ｃ６－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（ここで、これらは、互い
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に独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又は２回中断されていてもよく、及び
、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキ
シ、エトキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；フェニル、ナフチル、ピ
リジル、ピリミジル、ピリダジニル、ピラジニル、トリアジニル、フラニル、チエニル、
オキサゾリル、イソオキサゾリル、チアゾリル、イソチアゾリル、ピラゾリル、イミダゾ
リル、オキサジアゾリル、チアジアゾリル、トリアゾリル、ベンゾイミダゾリル、イミダ
ゾピリジニル（ここで、これらは、フェニル（ここで、該フェニルは、互いに独立して、
フッ素、塩素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エ
トキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｎ－、ジフルオロメトキシ、トリフル
オロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、
トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１～３置換されていてもよい）
で置換されていてもよく、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフ
ルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチ
ル－Ｓ（Ｏ）ｎ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル－
Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、
ニトロ及びシアノで１置換又は２置換されていてもよい）；直鎖若しくは分枝鎖のフェニ
ル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、ピリジル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、ピリミジル－Ｃ１－Ｃ２

－アルキル、チアゾリル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、ピラゾリル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（
ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロ
メチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、Ｍｅ－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｅｔ－Ｓ（Ｏ
）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ

－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及び
シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；及び、シアノの群から選択されるラジカ
ルを表し；
　Ｇは、Ｏ、Ｎ－ＯＲ２を表し；
　Ｙは、水素；Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキニ
ル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、メ
チル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～５置換されていてもよい）；
Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素
、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置
換されていてもよい）；直鎖若しくは分枝鎖のＣ３－Ｃ６－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ２

－アルキル（ここで、これらは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回
又は２回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、
エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノで１～４置換されていてもよ
い）；アリール－Ｃ１－Ｃ２－アルキル又はヘタリール－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（ここで
、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、Ｃ１－Ｃ４－ハロ
アルキル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノ、ニトロで１置換又は２置
換されていてもよい）；及び、シアノの群から選択されるラジカルを表し；
　ｍは、数０、１又は２を表し；
　ｎは、数０、１又は２を表し；
　Ａは、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキニ
ル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、メ
チル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～５置換されていてもよい）；
Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素
、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置
換されていてもよい）；直鎖若しくは分枝鎖のＣ３－Ｃ６－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ２

－アルキル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル
、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよ
い）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ２は、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキ
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ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、
メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－で１～５置換されていてもよい）；Ｃ３－
Ｃ６－シクロアルキル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく
、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、
メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；直鎖若しくは分枝
鎖のＣ３－Ｃ６－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（
Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチ
ル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置換され
ていてもよい）；フェニル又はピリジル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、
塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エト
キシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオ
ロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ト
リフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１置換又は２置換されていてもよ
い）；及び、直鎖若しくは分枝鎖のフェニル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、ピリジル－Ｃ１－
Ｃ２－アルキル、ピリミジル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、チアゾリル－Ｃ１－Ｃ２－アルキ
ル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフル
オロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル
－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ
（Ｏ）ｎ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｎ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｎ－、ニ
トロ及びシアノで１置換又は２置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表
し；
　Ｒ３は、水素；Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、
メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～５置換されていてもよい）
の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ４は、水素；Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、
メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～５置換されていてもよい）
の群から選択されるラジカルを表し、並びに、ラジカルＣＯＮＲ２Ｒ３及びＣＯＲ２（こ
こで、好ましい範囲（２）の上記定義は、Ｒ２及びＲ３に当てはまる）を表し；
　Ｔは、酸素又は電子対を表す；
及び、その塩。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）
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【化１】

〔式中、
　Ｑは、酸素又は硫黄を表し；
　Ｖは、水素、ハロゲン、アルキル、ハロアルキル、アルコキシ、ハロアルコキシ及びシ
アノの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｗは、水素、ハロゲン、アルキル、ハロアルキル、アルコキシ、ハロアルコキシ及びシ
アノの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｘは、置換されていてもよいアルキル、アルケニル、アルキニル、置換されていてもよ
いシクロアルキル（ここで、該シクロアルキルは、飽和又は不飽和であり、そして、ヘテ
ロ原子で中断されていてもよい）、置換されていてもよいシクロアルキルアルキル（ここ
で、該シクロアルキルアルキルは、飽和又は不飽和であり、そして、ヘテロ原子で中断さ
れていてもよい）、置換されていてもよいアリール、ヘタリール、置換されていてもよい
アリールアルキル、ヘタリールアルキル及びシアノの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｙは、水素、置換されていてもよいアルキル、アルケニル、アルキニル、置換されてい
てもよいシクロアルキル（ここで、該シクロアルキルは、ヘテロ原子で中断されていても
よい）、置換されていてもよいシクロアルキルアルキル（ここで、該シクロアルキルアル
キルは、ヘテロ原子で中断されていてもよい）、アリールアルキル、ヘタリールアルキル
及びシアノの群から選択されるラジカルを表し；
　ｎは、数０、１又は２を表し；
　Ａは、水素、置換されていてもよいアルキル、アルケニル、アルキニル並びに置換され
ていてもよいシクロアルキル及びシクロアルキルアルキル（ここで、これらは、ヘテロ原
子で中断されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｔは、酸素又は電子対を表す〕
で表される化合物及びその塩。
【請求項２】
　Ｑは、酸素又は硫黄を表し；
　Ｖは、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ

４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ及びシアノの群から選択されるラジカルを
表し；
　Ｗは、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ

４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ及びシアノの群から選択されるラジカルを
表し；
　Ｘは、Ｃ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ３－Ｃ８－アルケニル、Ｃ３－Ｃ８－アルキニル（こ
こで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ア
ルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノ、Ｃ（Ｏ）ＯＲ２、ＣＯＮＲ２Ｒ３、Ｃ（Ｇ）Ｒ２で１置
換又は多置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ８－シクロアルキル又はＣ５－Ｃ８－シクロ
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アルケニル（ここで、これらは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、Ｃ（Ｇ）Ｒ２、ＮＲ
４で１回又は２回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４

－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、シアノで１～４置換
されていてもよい）；直鎖若しくは分枝鎖のＣ３－Ｃ８－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ４－
アルキル又はＣ５－Ｃ８－シクロアルケニル－Ｃ１－Ｃ４－アルキル（ここで、これらは
、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、Ｃ（Ｇ）Ｒ２、ＮＲ４で１回又は２回中断されてい
てもよく、及び、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロ
アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、シアノで１～４置換されていてもよい）；アリール
（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－
ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｃ１－
Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで
１～３置換されていてもよい）；又は、ヘタリール（ここで、これらは、互いに独立して
、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキ
シ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－
ハロアルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１～３置換されていてもよい）；直鎖
若しくは分枝鎖のアリール－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、ヘタリール－Ｃ１－Ｃ４－アルキル
（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－
ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｃ１－
Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで
１～３置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｇは、Ｏ、Ｎ－ＣＮ、Ｎ－ＯＲ２を表し；
　Ｙは、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキニ
ル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ

４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１置換又は多置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ

８－シクロアルキル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アル
キル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、シアノで１置換又は２置換
されていてもよい）；直鎖若しくは分枝鎖のＣ３－Ｃ８－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ４－
アルキル（ここで、これらは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又
は２回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル
、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、シアノで１～４置換されていて
もよい）；アリールアルキル又はヘタリールアルキル（ここで、これらは、互いに独立し
て、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコ
キシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４

－ハロアルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１～３置換されていてもよい）；及
び、シアノの群から選択されるラジカルを表し；
　ｍは、数０、１又は２を表し；
　ｎは、数０、１又は２を表し；
　Ａは、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキニ
ル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ

４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１置換又は多置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ

６－シクロアルキル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アル
キル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、シアノで１置換又は２置換
されていてもよい）；及び、直鎖若しくは分枝鎖のＣ３－Ｃ８－シクロアルキル－Ｃ１－
Ｃ４－アルキル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル
、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、シアノで１置換又は２置換され
ていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ２は、水素；Ｃ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ３－Ｃ８－アルケニル、Ｃ３－Ｃ８－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－で１置換又は多置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ８－シ
クロアルキル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく、及び、
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互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－
Ｃ４－アルコキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；直鎖若しくは分枝鎖
のＣ３－Ｃ８－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ４－アルキル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ
）ｎで１回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アル
キル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、シアノで１置換又は２置換
されていてもよい）；アリール、ヘタリール（ここで、これらは、互いに独立して、ハロ
ゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ

１－Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロア
ルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１～３置換されていてもよい）；及び、直鎖
若しくは分枝鎖のアリール－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、ヘタリール－Ｃ１－Ｃ４－アルキル
（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－
ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｃ１－
Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで
１～３置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ３は、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１置換又は多置換されていてもよい）の群から
選択されるラジカルを表し；
　Ｒ４は、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１置換又は多置換されていてもよい）の群から
選択されるラジカルを表し、並びに、ラジカルＣＯＮＲ２Ｒ３及びＣＯＲ２（ここで、Ｒ
２及びＲ３は上記のとおりである）を表し；
　Ｔは、酸素又は電子対を表す；
請求項１に記載の化合物及びその塩。
【請求項３】
　Ｑは、酸素を表し；
　Ｖは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロ
メチル、メトキシ、エトキシ、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ及びシアノの
群から選択されるラジカルを表し；
　Ｗは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロ
メチル、メトキシ、エトキシ、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ及びシアノの
群から選択されるラジカルを表し；
　Ｘは、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキニル（こ
こで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、メチル－
Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノ、Ｃ（Ｏ）ＯＲ２、ＣＯＮＲ２Ｒ３、Ｃ（
Ｇ）Ｒ２で１～７置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル（ここで、これ
らは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又は２回中断されていても
よく、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、トリフルオロメチ
ル、メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；直鎖若しくは
分枝鎖のＣ３－Ｃ６－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（ここで、これらは、互い
に独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又は２回中断されていてもよく、及び
、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキ
シ、エトキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；フェニル、ナフチル、ピ
リジル、ピリミジル、ピリダジニル、ピラジニル、トリアジニル、フラニル、チエニル、
オキサゾリル、イソオキサゾリル、チアゾリル、イソチアゾリル、ピラゾリル、イミダゾ
リル、オキサジアゾリル、チアジアゾリル、トリアゾリル、ベンゾイミダゾリル、イミダ
ゾピリジニル（ここで、これらは、フェニル（ここで、該フェニルは、互いに独立して、
フッ素、塩素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エ
トキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリフル
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オロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、
トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１～３置換されている）で置換
されていてもよく、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロ
メチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ
（Ｏ）ｎ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ
）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ
及びシアノで１置換又は２置換されていてもよい）；直鎖若しくは分枝鎖のフェニル－Ｃ

１－Ｃ２－アルキル、ピリジル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、ピリミジル－Ｃ１－Ｃ２－アル
キル、チアゾリル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、ピラゾリル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（ここで
、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル
、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、Ｍｅ－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｅｔ－Ｓ（Ｏ）ｍ－
、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジ
フルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノ
で１置換又は２置換されていてもよい）；及び、シアノの群から選択されるラジカルを表
し；
　Ｇは、Ｏ、Ｎ－ＯＲ２を表し；
　Ｙは、水素；Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキニ
ル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、メ
チル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～５置換されていてもよい）；
Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素
、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置
換されていてもよい）；直鎖若しくは分枝鎖のＣ３－Ｃ６－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ２

－アルキル（ここで、これらは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回
又は２回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、
エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノで１～４置換されていてもよ
い）；アリール－Ｃ１－Ｃ２－アルキル又はヘタリール－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（ここで
、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、Ｃ１－Ｃ４－ハロ
アルキル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノ、ニトロ及びシアノで１置
換又は２置換されていてもよい）；及び、シアノの群から選択されるラジカルを表し；
　ｍは、数０、１又は２を表し；
　ｎは、数０、１又は２を表し；
　Ａは、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキニ
ル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、メ
チル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～５置換されていてもよい）；
Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素
、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置
換されていてもよい）；直鎖若しくは分枝鎖のＣ３－Ｃ６－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ２

－アルキル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル
、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよ
い）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ２は、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、
メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－で１～５置換されていてもよい）；Ｃ３－
Ｃ６－シクロアルキル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく
、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、
メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；直鎖若しくは分枝
鎖のＣ３－Ｃ６－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（
Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチ
ル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置換され
ていてもよい）；フェニル又はピリジル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、
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塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エト
キシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオ
ロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ト
リフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１置換又は２置換されていてもよ
い）；及び、直鎖若しくは分枝鎖のフェニル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、ピリジル－Ｃ１－
Ｃ２－アルキル、ピリミジル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、チアゾリル－Ｃ１－Ｃ２－アルキ
ル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフル
オロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル
－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ
（Ｏ）ｎ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｎ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｎ－、ニ
トロ及びシアノで１置換又は２置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表
し；
　Ｒ３は、水素；Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、
メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～５置換されていてもよい）
の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ４は、水素；Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、
メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～５置換されていてもよい）
の群から選択されるラジカルを表し、並びに、ラジカルＣＯＮＲ２Ｒ３及びＣＯＲ２（こ
こで、Ｒ２及びＲ３は上記のとおりである）を表し；
　Ｔは、酸素又は電子対を表す；
請求項１に記載の化合物及びその塩。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の式（Ｉ－Ａ）
【化２】

で表される化合物及びその塩。
【請求項５】
　請求項１～３のいずれかに記載の式（Ｉ－Ｂ）
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【化３】

で表される化合物及びその塩。
【請求項６】
　Ｖは、水素、フッ素、塩素、メチル及びシアノの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｗは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル及びシアノの群から選択されるラジ
カルを表し；
　Ｘは、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキニル（こ
こで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、メチル－
Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１置換、２置換、３置換、４置換、５置
換されていてもよく、及び、基Ｃ（Ｏ）ＯＲ２、ＣＯＮＲ２Ｒ３、Ｃ（Ｇ）Ｒ２で１置換
されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル（ここで、これらは、互いに独立して
、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又は２回中断されていてもよく、及び、互いに独
立して、フッ素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シアノで１置
換又は２置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル－メチル（ここで、これ
らは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又は２回中断されていても
よく、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メ
トキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；フェニル、ピリジル、ピリミジ
ル、チエニル、チアゾリル、オキサゾリル、イミダゾリル、オキサジアゾリル、チアジア
ゾリル、トリアゾリル、ベンゾイミダゾリル、イミダゾピリジニル（ここで、これらは、
フェニル（ここで、該フェニルは、互いに独立して、フッ素、塩素、メチル、エチル、ジ
フルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エ
チル－Ｓ（Ｏ）ｎ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル
－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－
、ニトロ及びシアノで１置換又は２置換されている）で置換されていてもよく、互いに独
立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル
、メトキシ、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメト
キシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチル－
Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１置換又は２置
換されていてもよい）；ベンジル、ピリジルメチル、ピリミジルメチル、チアゾリルメチ
ル、ピラゾリル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、
塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エト
キシ、Ｍｅ－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｅｔ－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメ
トキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｎ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフ
ルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１置換又は２置換されていてもよい）
；及び、シアノの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｇは、Ｏ、Ｎ－ＯＲ２を表し；
　Ｙは、水素；メチル、エチル、プロピル、アリル、プロパルギル及びベンジル（ここで
、これらは、互いに独立して、フッ素、メトキシ、エトキシ、シアノで１～３置換されて
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いてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　ｍは、数０、１又は２を表し；
　ｎは、数０、１又は２を表し；
　Ａは、水素；メチル、エチル、プロピル、アリル、プロパルギル、シクロプロピル又は
シクロプロピルメチル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、メトキシ、エトキ
シ、シアノで１～３置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ２は、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、メトキシ、エトキシ、メチル
－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－で１～３置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ６－
シクロアルキル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく、及び
、互いに独立して、フッ素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シ
アノで１置換又は２置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキルメチル（ここ
で、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フ
ッ素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シアノで１置換又は２置
換されていてもよい）；フェニル又はピリジル（ここで、これらは、互いに独立して、フ
ッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ
、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリ
フルオロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ

－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１置換又は２置換されてい
てもよい）；及び、ベンジル、ピリジルメチル、ピリミジルメチル、チアゾリルメチル（
ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロ
メチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ
（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ
）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ
及びシアノで１置換又は２置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ３は、水素；Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、
メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～３置換されていてもよい）
の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ４は、水素；Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、
メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～３置換されていてもよい）
の群から選択されるラジカルを表し、並びに、ラジカルＣＯＮＲ２Ｒ３及びＣＯＲ２（こ
こで、Ｒ２及びＲ３は上記のとおりである）を表し；
　Ｔは、酸素又は電子対を表す；
請求項４又は５に記載の化合物及びその塩。
【請求項７】
　Ｖは、水素又はフッ素を表し；
　Ｗは、水素、塩素、臭素及びメチルの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｘは、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチ
ル、ｔｅｒｔ－ブチル、ペンチル、イソペンチル、２，２－ジメチルプロピル、ヘキシル
、ネオヘキシル、アリル、メタリル、２－ブテニル、プロパルギル、２－ブチニル（ここ
で、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、メチルスル
ファニル、エチルスルファニル、メチルスルフィニル、エチルスルフィニル、メチルスル
ホニル、エチルスルホニルで１～３置換されていてもよく、及び、基Ｃ（Ｏ）ＯＲ２、Ｃ
ＯＮＲ２Ｒ３、Ｃ（Ｇ）Ｒ２で１置換されていてもよい）；シクロプロピル、シクロブチ
ル、シクロペンチル、シクロヘキシル（ここで、これらは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ
）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又は２回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フッ
素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シアノで１置換又は２置換
されていてもよい）；シクロプロピルメチル、シクロブチルメチル、シクロペンチルメチ
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ル、シクロヘキシルメチル（ここで、これらは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ
、ＮＲ４で１回又は２回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、
メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シアノで１置換又は２置換されていて
もよい）；フェニル、ピリジル、ピリミジル、チエニル、チアゾリル、オキサゾリル、イ
ミダゾリル、オキサジアゾリル、チアジアゾリル、トリアゾリル、ベンゾイミダゾリル、
イミダゾピリジニル（ここで、これらは、フェニルで置換されていてもよく、互いに独立
して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、
メトキシ、エトキシ、メチルスルファニル、エチルスルファニル、メチルスルフィニル、
エチルスルフィニル、メチルスルホニル、エチルスルホニル、ジフルオロメトキシ、トリ
フルオロメトキシ、トリフルオロメチルスルファニル、トリフルオロメチルスルフィニル
、トリフルオロメチルスルホニル、ジフルオロメチルスルファニル、ジフルオロメチルス
ルフィニル、ジフルオロメチルスルホニル、トリフルオロエチルスルファニル、トリフル
オロエチルスルフィニル　トリフルオロエチルスルホニル、ニトロ及びシアノで１置換又
は２置換されていてもよい）；ベンジル、ピリジルメチル、ピリミジルメチル、チアゾリ
ルメチル、ピラゾリル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（ここで、これらは、互いに独立して、フ
ッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ
、エトキシ、メチルスルファニル、エチルスルファニル、メチルスルフィニル、エチルス
ルフィニル、メチルスルホニル、エチルスルホニル、ジフルオロメトキシ、トリフルオロ
メトキシ、トリフルオロメチルスルファニル、トリフルオロメチルスルフィニル、トリフ
ルオロメチルスルホニル、ジフルオロメチルスルファニル、ジフルオロメチルスルフィニ
ル、ジフルオロメチルスルホニル、トリフルオロエチルスルファニル、トリフルオロエチ
ルスルフィニル　トリフルオロエチルスルホニル、ニトロ及びシアノで１置換又は２置換
されていてもよい）；及び、シアノの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｇは、Ｏ、Ｎ－ＯＲ２を表し；
　Ｙは、水素、メチル、エチル、プロピル、ジフルオロエチル、トリフルオロエチル、メ
トキシメチル、エトキシメチル、シアノメチル及びベンジルの群から選択されるラジカル
を表し；
　ｍは、数０、１又は２を表し；
　ｎは、数０、１又は２を表し；
　Ａは、水素、メチル、エチル、プロピル、ジフルオロエチル、トリフルオロエチル、メ
トキシメチル、エトキシメチル、シアノメチル、アリル、プロパルギル、シクロプロピル
又はシクロプロピルメチルの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ２は、水素；メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、
ｓｅｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、アリル、メタリル、２－ブテニル、プロパルギル、
２－ブチニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、メトキシ、エトキシ
で１～３置換されていてもよい）；シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル、シ
クロヘキシル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく、及び、
互いに独立して、フッ素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シア
ノで１置換又は２置換されていてもよい）；シクロプロピルメチル、シクロブチルメチル
、シクロペンチルメチル、シクロヘキシルメチル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで
１回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、メトキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；フェニル
又はピリジル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチ
ル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、メチルスルファニル
、エチルスルファニル、メチルスルフィニル、エチルスルフィニル、メチルスルホニル、
エチルスルホニル、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチルス
ルファニル、トリフルオロメチルスルフィニル、トリフルオロメチルスルホニル、ジフル
オロメチルスルファニル、ジフルオロメチルスルフィニル、ジフルオロメチルスルホニル
、トリフルオロエチルスルファニル、トリフルオロエチルスルフィニル、トリフルオロエ
チルスルホニル、ニトロ及びシアノで１置換又は２置換されていてもよい）；及び、ベン



(12) JP 2018-505887 A5 2020.4.9

ジル、ピリジルメチル、ピリミジルメチル、チアゾリルメチル（ここで、これらは、互い
に独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメ
チル、メトキシ、エトキシ、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、ニトロ及びシ
アノで１置換又は２置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ３は、水素、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル及びア
リルの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ４は、水素；メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル及びア
リル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、メトキシ、エトキシ、シアノで１～
３回置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し、並びに、ラジカルＣＯ
ＮＲ２Ｒ３及びＣＯＲ２（ここで、Ｒ２及びＲ３は上記のとおりである）を表し；
　Ｔは、酸素又は電子対を表す；
請求項４又は５に記載の化合物及びその塩。
【請求項８】
　請求項１に記載の式（Ｉ－Ａ）

【化４】

〔式中、
　Ｖは、水素を表し；
　Ｗは、水素、塩素及び臭素の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｘは、メチル、エチル、ｎ－ブチル、ｎ－ペンチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ア
リル、３，３－ジメチルアリル、プロパルギル、シクロヘキシル、テトラヒドロピラニル
、テトラヒドロチオピラニル、３－オキセタニル、５－オキサ－［３．３．０］－ビシク
ロヘプタニル、メトキシエチル、メトキシプロピル、エトキシエチル、エチルチオエチル
、メチルチオエチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、２，２，２－トリフルオ
ロエチル、３，３，３－トリフルオロプロピル、３－クロロ－２，２，３，３－テトラフ
ルオロプロピル、３－フルオロプロピル、３，３－ジフルオロプロピル、２，２，２－ト
リフルオロエチルチオエチル、メチルカルボニルメチル、シクロプロピルカルボニルメチ
ル、ｔｅｒｔ－ブチルカルボニルメチル、メトキシカルボニルメチル、エトキシカルボニ
ルメチル、ヒドロキシカルボニルメチル、カルバモイルメチル、Ｎ－メチルカルバモイル
メチル、Ｎ－シクロプロピルカルバモイルメチル、Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイルメチル
、２－メトキシイミノプロピル、シクロプロピルメチル、フェニル、４－メチルフェニル
、２－ニトロフェニル、３－メチルチオフェニル、４－クロロフェニル、４－フルオロフ
ェニル、４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル、４－メトキシフェニル、４－ニトロフェニル、
４－ジメチルアミノフェニル、２－フルオロフェニル、２－メトキシフェニル、２－ジメ
チルアミノスルホニルフェニル、２－ジメチルアミノカルバモイルフェニル、３－ニトロ
フェニル、３－トリフルオロメチルフェニル、３－クロロフェニル、２，５－ジクロロフ
ェニル、３，５－ジクロロフェニル、４－クロロ－３－トリフルオロメチルフェニル、２
，４，５－トリクロロフェニル、２－ピリジル、５－（２－クロロ）ピリジル、２－（５
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－メチル）ピリジル、２－（６－メチル）ピリジル、２－（３－トリフルオロメチル）ピ
リジル、２－ピリミジル、２－（４－メチル）ピリミジル、２－（５－メチル）ピリミジ
ル、２－（４－メトキシ）ピリミジル、２－（５－フルオロ）ピリミジル、　２－（４－
トリフルオロメチル）ピリミジル、２－（５－トリフルオロメチル）ピリミジル、２－（
４，６－ジメチル）ピリミジル、２－（４，５－ジメチル）ピリミジル、２－（４，６－
ジメトキシ）ピリミジル、－ＣＨ２－２－ピリミジル、－ＣＨ２－２－ピラジニル、－Ｃ
Ｈ２－５－（１－メチル）イミダゾリル、－ＣＨ２－３－（１－メチル）ピラゾリル、－
ＣＨ２－４－ピリジル、－ＣＨ２－２－ピリジル、－ＣＨ２－２－（１－メチル）イミダ
ゾリル、－ＣＨ２－３－ピリジル、－ＣＨ２－２－フラニル、－ＣＨ２－５－（２－クロ
ロ）ピリジル、ベンジル、３，４－ジクロロベンジル、２，６－ジフルオロベンジル、２
－フルオロ－６－メトキシベンジル、２，６－ジクロロベンジル、２－クロロ－６－トリ
フルオロメチルベンジル、２－クロロ－６－フルオロベンジル、－ＣＨ２－２－（４，６
－ジメトキシ）ピリミジル、２，６－ジメチルベンジル、－ＣＨ２－１－（３－ニトロ－
５－メチル）ピラゾリル、２－（１－メチル）ベンゾイミダゾリル、２－（５－メチル）
オキサジアゾリル、２－［３－メチル－６－（トリフルオロメチル）イミダゾ［４．５］
ピリジニル、３－［４－エチル－５－（トリフルオロメチル）］－１，２，４－トリアゾ
リル、３－［４－メチル－５－（トリフルオロメチル）］－１，２，４－トリアゾリル、
３－［４－メチル－５－（ジフルオロメチル）］－１，２，４－トリアゾリル、２－（５
－フェニル）－１，３，４－チアジアゾリル、２－（１－メチル－５－フェニル）イミダ
ゾリル、２－（４，５－ジメチル）オキサゾリル、２－（１－メチル－５－メトキシカル
ボニル）イミダゾリル、２－（１－メチル）イミダゾリル、１，２－エタンジイルの群か
ら選択されるラジカルを表し；
　Ｙは、メチル、エチル又はベンジルを表し；
　ｎは、数０又は２を表し；
　Ａは、水素及びメチルの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｔは、電子対を表す〕
で表される化合物及びその塩；
及び、
請求項１に記載の式（Ｉ－Ｂ）
【化５】

〔式中、
　Ｖは、水素を表し；
　Ｗは、水素、塩素及び臭素の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｘは、４，６－ジメチルピリミジル、ｎ－ブチル、ｎ－ペンチル、ベンジル、メチル、
３－メチルチオフェニル、２，２，２－トリフルオロエチル、フェニル、４－メチルフェ
ニル、ピリミジル、エチルチオエチル、２－ニトロフェニル、シクロプロピルメチルの群
から選択されるラジカルを表し；
　Ｙは、メチルを表し；
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　ｎは、数０又は２を表し；
　Ａは、水素及びメチルの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｔは、電子対を表す〕
で表される化合物及びその塩。
【請求項９】
　式（Ｉ－Ａ）のＷが水素を表す、請求項８に記載の式（Ｉ－Ａ）で表される化合物及び
その塩及び式（Ｉ－Ｂ）で表される化合物及びその塩。
【請求項１０】
　式（Ｉ－Ａ）のｎが数０を表す、請求項８又は９に記載の式（Ｉ－Ａ）で表される化合
物及びその塩及び式（Ｉ－Ｂ）で表される化合物及びその塩。
【請求項１１】
　式（Ｉ－Ａ）のＡがメチルを表す、請求項８～１０のいずれか一項に記載の式（Ｉ－Ａ
）で表される化合物及びその塩及び式（Ｉ－Ｂ）で表される化合物及びその塩。
【請求項１２】
　式（Ｉ－Ｂ）のＷが水素を表す、請求項８～１１のいずれか一項に記載の式（Ｉ－Ａ）
で表される化合物及びその塩及び式（Ｉ－Ｂ）で表される化合物及びその塩。
【請求項１３】
　式（Ｉ－Ｂ）のＸがピリミジルラジカルを表す、請求項８～１２のいずれか一項に記載
の式（Ｉ－Ａ）で表される化合物及びその塩及び式（Ｉ－Ｂ）で表される化合物及びその
塩。
【請求項１４】
　式（Ｉ－Ｂ）のｎが数０を表す、請求項８～１３のいずれか一項に記載の式（Ｉ－Ａ）
で表される化合物及びその塩及び式（Ｉ－Ｂ）で表される化合物及びその塩。
【請求項１５】
　式（Ｉ－Ｂ）のＡがメチルを表す、請求項８～１４のいずれか一項に記載の式（Ｉ－Ａ
）で表される化合物及びその塩及び式（Ｉ－Ｂ）で表される化合物及びその塩。
【請求項１６】
　動物有害生物を防除するための組成物であって、請求項１～１５のいずれかに記載の少
なくとも１種類の化合物並びに慣習的な増量剤及び／又は界面活性剤を含んでいる、前記
組成物。
【請求項１７】
　動物有害生物を防除する方法であって、請求項１～１５のいずれかに記載の少なくとも
１種類の化合物又は請求項１６に記載の組成物を当該動物有害生物及び／又はそれらの生
息環境に作用させる、前記方法、ただし、人における有害生物を防除する方法を除く。
【請求項１８】
　動物有害生物を防除するための、請求項１～１５のいずれかに記載の少なくとも１種類
の化合物又は請求項１６に記載の組成物の使用、ただし、人への使用を除く。
【請求項１９】
　ヒト又は動物の身体の外科的な処置、治療的な処置及び診断的な処置は除外される、請
求項１７に記載の方法又は請求項１８に記載の使用。
【請求項２０】
　植物の繁殖器官を保護するための、請求項１～１５のいずれかに記載の少なくとも１種
類の化合物の使用。
【請求項２１】
　農薬製剤であって、請求項１～１５のいずれかに記載の少なくとも１種類の化合物を、
その農薬製剤の重量に基づいて０．０００００００１～９８重量％の生物学的に有効な量
で含んでおり、並びに、増量剤及び／又は界面活性剤も含んでいる、前記農薬製剤。
【請求項２２】
　さらなる農薬活性化合物もさらに含んでいる、請求項２１に記載の農薬製剤。
【請求項２３】
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　式（ＸＩ）、式（ＸＸＩ）
【化６】

〔式中、ラジカルＡ、Ｙ、Ｖ及びＷは、請求項１～１５のいずれかに記載の意味を有して
いる〕
で表される中間体。
【請求項２４】
　前記ラジカルＡ、Ｙ、Ｖ及びＷが請求項８～１５のいずれかに記載の意味を有している
、請求項２３に記載の式（ＸＩ）、式（ＸＸＩ）で表される中間体。
【請求項２５】
　式（ＸＶ）
【化７】

〔式中、
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　Ｖは、水素を表し；
　Ｗは、水素、塩素及び臭素の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｙは、メチル、エチル又はベンジルを表し；及び
　Ａは、水素及びメチルの群から選択されるラジカルを表す〕
で表される中間体
及び
式（ＸＸＩＩ）
【化８】

〔式中、
　Ｖは、水素を表し；
　Ｗは、水素、塩素及び臭素の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｙは、メチルを表し；及び
　Ａは、水素及びメチルの群から選択されるラジカルを表す〕
で表される中間体。
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